日系多国籍企業の技能形成～あるメーカーの日本工場と中国工場の事例から～ by 熊迫 真一
























































































 1） 企業特殊的技能を意味する。Becker（1964），Doeringer and Piore（1971）参照。
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　本社工場では，鋳造工程の生産労働者に対して，2回に分けて集中研修を
行っている。1回目は，経験年数 1～ 3 年程度の者を対象に，1日 2 時間，















































　製造部門の生産労働者は約 1700 名で，そのうち 7割が臨時工であり，残




時工の月収は約 1000 元で，基本給（日給×勤務日数）が約 4割，業績手当
が約 5割，その他諸手当約 1割という内訳になっている。正規工の月収は
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生産労働者は臨時工で 1年間に 1/3 が入れ替わり，正規工でも 1割弱が入れ
替わる中で，知的熟練形成を進めるのは容易ではないと想像される。
　今後，A社は製品の現地開発を進める方針を示している。現地開発が進み，
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